
E.H.カーによる国際関係におけるリアリズムの理論 

• マキアベリの理論がリアリズムの土台 

o 第一に：歴史の成り行きは因果関係を分析することで理解される。 

o 第二に：理論が現実を作るのではなく、現実が理論を作る。 

o 第三に：権力は道徳規範に従うのではなく、権力から道徳規範が生ま

れる。 

リアリズム vs. ユートピアニズム 

• リアリズム：マキアベリ以来、現実に基づく道徳規範の形成を主張。 

• ユートピアニズム：理論によって道徳規範を導き出し、その道徳規範に沿って

現実を変革しようとする。 

近代のリアリズム 

• 思想の相対性 

o 理論や道徳規範は普遍的な原理ではなく、時代や環境、利害関係によ

って形成されるものに過ぎない。 

自由民主主義の相対性 

• 例えば、19世紀の大英帝国や第一次世界大戦の戦勝国にとって都合が良い

から理論や道徳規範とされている。 

• 各国がそれに従えば、自国の利益と全体の利益が調和するわけではない。 

第一次世界大戦の例 

• イギリス人やアメリカ人は、各国が平和の利益を悟っただろうと思い込んだ

が、他の国々はそうではなかった。 

 

リアリズムの影響は、現代の国際関係や政治にさまざまな形で表れています。以

下のような点が挙げられます。 

1. 国際関係におけるパワーバランス： 



• リアリズムは、国家間の力関係や勢力均衡に注目します。現代では、各国が

軍事力や経済力を駆使して、自国の影響力を拡大しようとする動きが見られ

ます。例えば、中国の台頭やロシアの軍事行動などが挙げられます。 

2. 自国第一主義： 

• リアリズムは国家の自己利益追求を重視します。現代でも、自国の利益を最

優先する政策（例えば、アメリカの「アメリカ・ファースト」政策）が見られます。 

3. 国際組織や条約への疑念： 

• リアリズムは国際組織や条約の限界を認識しています。そのため、国家はし

ばしば国際組織や条約よりも自国の主権や利益を優先します。例えば、英国

の EU離脱（ブレグジット）やアメリカのパリ協定離脱などが例として挙げられ

ます。 

4. 対立と協力の戦略： 

• リアリズムに基づく外交は、対立を避けるための戦略的な同盟や協力関係の

構築を重視します。現在でも、多国間での安全保障協力や経済連携が進めら

れています。 

5. 経済政策と安全保障の関係： 

• リアリズムは経済力が安全保障に直結すると考えます。現代においては、経

済制裁や貿易政策を通じて、他国に対する圧力や影響力を行使することがよ

く見られます。 

これらの点から、リアリズムの影響が現代の国際関係や政治に強く反映されているこ

とがわかります。 

 

 

 

歴史事象におけるユートピアニズムとリアリズムの対立 
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これで文章が整理され、内容が明確になったと思います。如何でしょうか。 
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リアリズムは経済においても多大な影響を及ぼしています。その影響を具体的に見て

みましょう。 

1. 国家主義的経済政策 

• リアリズムに基づく経済政策は、国家の自立性と独立性を重視します。例え

ば、保護主義的な政策が取り入れられることがあり、関税の引き上げや輸入

制限によって国内産業を保護し、自国の経済力を強化しようとします。 

2. 地政学的な経済戦略 

• リアリズムの観点からは、国家の地政学的な位置や影響力が経済戦略にも

重要な役割を果たします。天然資源の確保や輸送ルートの安全確保など、経

済的利益を追求するために、国家間の競争や対立が生じることがあります。 

3. 経済制裁と報復 

• リアリズムは、経済制裁を外交や軍事手段と並ぶ強力なツールとみなします。

他国に対する経済制裁や貿易制限を通じて、外交的圧力をかけることがあり

ます。また、報復措置として相手国に対する制裁を行うこともあります。 

4. 自由貿易と保護主義のバランス 

• リアリズムは、完全な自由貿易よりも、国家の利益を守るための適度な保護

主義を支持する傾向があります。経済協定や貿易交渉においても、自国の利

益を最大化するための戦略的アプローチが重視されます。 

5. 資源の争奪 

• リアリズムに基づく経済政策は、エネルギーや鉱物資源などの戦略的資源の

確保を重要視します。そのため、資源の争奪や資源リッチな地域への影響力

拡大が経済政策の一環として行われることがあります。 

現代の国際経済においても、リアリズムの影響は顕著です。 

 

 



リアリズムが影響を与えた具体的な事例をいくつか挙げてみましょう。 

1. 冷戦時代の外交政策 

• 冷戦時代のアメリカとソ連の対立は、リアリズムの典型的な例です。両国は自

国の安全保障と影響力を最大化するために、軍事力の増強や同盟関係の構

築を行いました。核兵器の開発や軍拡競争も、リアリズムの影響を受けた政

策の一環です。 

2. 中国の台頭 

• 現代の中国の外交政策もリアリズムの影響を受けています。中国は経済力と

軍事力を駆使して、アジア地域での影響力を拡大しようとしています。南シナ

海での領有権主張や一帯一路構想などがその具体例です。 

3. ロシアのウクライナ侵攻 

• 2022年に始まったロシアのウクライナ侵攻も、リアリズムの影響を受けた事例

です。ロシアは自国の安全保障と影響力を確保するために、軍事力を行使し

てウクライナへの侵攻を行いました。 

4. アメリカの「アメリカ・ファースト」政策 

• ドナルド・トランプ政権下での「アメリカ・ファースト」政策もリアリズムの影響を

受けたものです。自国の利益を最優先し、国際協定や同盟関係を見直す姿勢

が見られました。 

5. 経済制裁と貿易戦争 

• リアリズムに基づく経済政策として、経済制裁や貿易戦争が挙げられます。例

えば、アメリカと中国の貿易戦争や、アメリカがイランや北朝鮮に対して行った

経済制裁がその具体例です。 

これらの事例から、リアリズムが現代の国際関係や政治にどのように影響を与えてい

るかがわかります。 

 

 



現在の日本が置かれる国際情勢において、特に経済的な観点からコストプッシュ・イ

ンフレーションからデマンドプル・インフレーションへの移行を促進させるためには、以

下のような政策が考えられます。 

1. エネルギー政策の見直し 

ウクライナ戦争の影響でエネルギー価格が高騰しているため、エネルギー供給の多

様化や再生可能エネルギーの導入を進めることが重要です。これにより、エネルギー

コストの上昇を抑え、企業の生産コストを低減させることができます 2。 

2. 賃金引き上げと消費促進 

デマンドプル・インフレーションを促進するためには、消費者の購買力を高めることが

必要です。賃金引き上げや所得税の減税を通じて、消費者の可処分所得を増やし、

消費を促進する政策が考えられます 5。 

3. 企業の競争力強化 

企業の競争力を高めるために、デジタル化や脱炭素化、サプライチェーンの強靭化を

支援する政策が重要です。これにより、企業の生産性を向上させ、コストプッシュ・イ

ンフレーションの影響を軽減することができます 8。 

4. 貿易政策の見直し 

トランプ政権の保護主義的な政策に対抗するために、日本は自由貿易を推進し、貿

易障壁を低減することが重要です。これにより、輸入品の価格上昇を抑え、消費者物

価の安定化を図ることができます 1012。 

5. インフラ投資の拡大 

公共インフラへの投資を拡大し、経済の基盤を強化することも重要です。これにより、

雇用を創出し、消費者の購買力を高めることができます 2。 

これらの政策を組み合わせることで、コストプッシュ・インフレーションからデマンドプ

ル・インフレーションへの移行を促進し、経済の安定と成長を図ることができるでしょ

う。 

 



 

 

 


